
No 分類 機能概要

対応可否
〇：パッケージの標準機能と
　　して実現可能
△：代替案又はカスタマイ
ズ
　　で対応可能
×：対応不可

備考
代替案・有償カスタマイズ費用を記載

1 システム要件
クライアントパソコンにシステムをインストールすることなく利用
可能なWebシステムであること。

2 システム要件
Microsoft Edge、Google Chromeなど複数のブラウザに対
応できること。

3 システム要件 基幹系ネットワークシステムにシステムを構築できること。

4 システム要件 クライアントパソコン17台からの同時接続ができること。

5 システム要件
複数の市町村での導入実績があり、安定稼働しているパッ
ケージシステムであること。

6 システム要件
入力文字数の多い項目は、入力した文字全体が見える表
示方法を備えていること。

7 システム要件
軽微な帳票修正は、Excelを用いて帳票の修正ができるこ
と。

8 トップ画面
ログインユーザのスケジュール登録と月単位、週単位表示が
できるカレンダー機能等があること。

9 トップ画面
お知らせ登録により、イベントや留意事項などのお知らせが
複数件表示できること。またお知らせには重要度を設定でき
ること。

10 トップ画面
支援が一定期間実施されていない児童の一覧を表示でき
ること。

11 トップ画面 出産予定日の近い特定妊婦を一覧表示できること。

12 トップ画面 支援が終結していない児童の一覧を表示できること。

13 トップ画面
氏名や住所に変更のあった児童やその家族の一覧を表示
できること。

14 システム連携
住民基本台帳と連携し一括で児童やその世帯員の基本
情報が登録できること。

15 システム連携
対象者の世帯員を選択することで、選択した世帯員の基本
情報画面へ移動できること。

16 システム連携
住民基本台帳に異動が生じた場合、転入前住所や転出
先住所を確認することができること。

17 システム連携 国籍や在留資格、在留カード番号などを確認できること。

18 児童等情報 対象者の名前や生年月日等が不明でも登録ができること。

19 児童等情報
生年月日を入力すると自動的に現在の年齢や学年が表示
できること。

20 児童等情報
対象者と氏名及び生年月日が同じ人物データが既に存在
する場合に注意を促すこと。

21 児童等情報 ジェノグラムの作成及び更新ができること。

22 児童等情報 ジェノグラムのテンプレート呼び出しができること。

23 児童等情報 ジェノグラムに年齢やテキストを入力できること。

24 児童等情報
システム画面上のキャンバスでジェノグラムの記号クリックや、
繋がり線の頂点クリックなど、直感的かつ簡易な操作でジェ
ノグラムの作成ができること。

25 児童等情報 ジェノグラムを画像ファイルとして取り込むことができること。
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26 児童等情報 ジェノグラムは各種帳票に出力ができること。

27 児童等情報 ケース番号は自動採番に対応していること。

28 児童等情報 就学先ごとに児童を一覧で確認できること。

29 児童等情報
児童の進級状況を自動及び任意から選択して更新できる
こと。

30 児童等情報
小学校から校区の中学校へ進学させることが一括でできる
こと。

31 児童等情報 対象者に対する担当者を設定できること。

32 児童等情報
ＤＶ（家庭内暴力）対象者や特定妊婦の情報が管理ができ
ること。

33 児童等情報 世帯員ごとに備考等の入力ができること。

34 児童等情報
住民基本台帳に登録されている続柄とは別に対象者から
見た家族の続柄が登録できること。

35 児童等情報
新たな世帯員の追加や別世帯の家族情報の登録ができる
こと。

36 ケース情報 受付情報や相談経路、相談種別の登録ができること。

37 ケース情報
主訴や生活状況、サービスの利用状況などの登録ができる
こと。

38 ケース情報
虐待ケースにおいて、主な虐待者や虐待種別、通告日や
通告者等の情報が管理できること。

39 ケース情報 受理日や終結日、終結理由等の管理ができること。

40 ケース情報
登録されたケース情報を複写し、別の対象者のケース情報
として登録できること。

41 ケース情報
要保護児童対策地域協議会の対象者・対象外を登録で
きること。

42 ケース情報 関係機関や関係者の登録ができること。

43 ケース情報
決定した援助方針（受理、継続指導、助言指導、終結、
送致など）の登録ができること。

44 ケース情報
課内や他部署で受け付ける相談について記録する簡易相
談管理機能を5種類以上登録できること。

45 経過記録 訪問、電話、会議等の対応区分が選択できること。

46 経過記録 入力途中の経過記録の保存ができること。

47 経過記録 入力途中の経過記録の有無が確認できること。

48 経過記録 経過記録に日付や対応者などの情報を登録できること。

49 経過記録
経過記録は1件あたり、5,000文字以上の入力ができるこ
と。

50 経過記録
登録された経過記録を時系列に沿って表示し、印刷できる
こと。
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51 経過記録
経過記録の入力画面と印刷画面で改行位置などが統一
されており、入力時と同様の形式で印刷ができること。

52 経過記録
登録された経過記録を複写し、別の対象者の経過記録と
して登録できること。

53 経過記録
別システムから複写した記録を、対象者の経過記録として
登録できること。

54 経過記録
経過記録に添付ファイル(画像ファイル
や,Word,Excel,PowerPoint,PDF等)を紐づけて管理できるこ
と。

55 検索
ケース情報や経過記録、添付ファイルに記載されている文
字列も含めたフリーワード検索ができること。

56 検索 対象者の氏名や生年月日、住所、電話番号などから検索が行えること。

57 検索 検索結果を帳票として出力できること。

58 会議情報 会議の開催日時や場所、参加者などの管理ができること。

59 会議情報 会議録は1件あたり、5,000文字以上の入力ができること。

60 会議情報
登録された会議情報を複写し、別の対象者の会議情報と
して登録できること。

61 会議情報 登録された会議録を時系列に沿って表示、印刷できること。

62 会議情報
会議録に添付ファイル(画像ファイル
や,Word,Excel,PowerPoint,PDF等)を紐づけて管理できるこ
と。

63 サポートプラン
ショートステイ、一時保育、一時保護等の援助を入力する
項目が確保されていること。

64 サポートプラン 対象者のサポートプランを時系列に沿って表示できること。

65 サポートプラン
登録されたサポートプランの内容を複写し、別の対象者のサ
ポートプランとして登録できること。

66 サポートプラン
登録されたサポートプランの内容をサポートプラン更新時に
引き継ぐことができること。

67 サポートプラン 登録したサポートプランを印刷できること。

68 サポートプラン
こども家庭センターガイドライン準拠の全種類のサポートプラ
ンが作成できる機能を有すること。

69 サポートプラン
こども家庭センターガイドライン準拠のサポートプラン様式をカ
スタマイズし、市独自のサポート・事業項目を追加できるこ
と。

70 サポートプラン
見直し時期を管理し、見直し時期が近づいたケースや見直
し次期が過ぎたケースをお知らせ表示できること。

71 サポートプラン
サポートプラン作成有無、作成分類、同意有無、見直期間
を条件指定し検索できること。

72 帳票 ケース進行管理台帳の帳票を有していること。

73 帳票 援助依頼通知書の帳票を有していること。

74 帳票 各種会議次第及び議事録の帳票を有していること。

75 帳票 虐待相談受付票の帳票を有していること。
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76 帳票 リスクアセスメントシートの帳票を有していること。

77 帳票 経過記録票の帳票を有していること。

78 帳票 児童移管通知書の帳票を有していること。

79 帳票 受理票の帳票を有していること。

80 帳票 送致書の帳票を有していること。

81 帳票 対応依頼通知書の帳票を有していること。

82 帳票
児相との円滑な連絡対応のため、山梨県様式の児童虐待
通告受理票の帳票を有していること。

83 帳票 第43児童相談経路別児童受付の帳票を有していること。

84 帳票 第44児童相談種類別児童受付の帳票を有していること。

85 帳票 第45児童相談種類別対応件数の帳票を有していること。

86 帳票
第49の2市町村における養護相談の理由別対応件数の帳
票を有していること。

87 帳票
期間別、担当者別、相談種別などの延対応回数（行動実
績）に関する汎用統計表が作成できること。

88 帳票 日報の帳票を有していること。

89 セキュリティ
ユーザIDとパスワードの認証により、システムが使用できるこ
と。

90 セキュリティ パスワードはユーザ自身が変更できること。

91 セキュリティ パスワード誤入力が頻回な場合、ログイン制限ができること。

92 セキュリティ アクセスログを取得できること。

93 セキュリティ
ユーザごとに役割（ロール）に応じたアクセス制限を設定でき
ること。

94 セキュリティ
クライアント端末とサーバ間の通信は、SSL/TLSによる暗号
化に対応していること。

95 セキュリティ
支援措置対象者の住所について警告を表示し、初期表示
状態を非表示とすること。

96 その他
「要保護児童等に関する情報共有システム」に提供する所
定形式のCSVファイルの出力ができること。

97 その他 誤って削除したケースを復元する機能を有していること。

98 その他 他部署の端末にもシステムの導入ができること。

99 その他 日次で定期的なデータのバックアップができること。

100 その他 制度や法改正等に対応可能なシステムであること。


